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問い合わせ・申し込み
　交野おりひめ大学事務局（行政経営室企画担当）
℡  892・0121、℻   891・5046、e-mail:kikaku@city.
katano.osaka.jp、ホームページ（http://www.city.kat
ano.osaka.jp/docs/2013073100087/）

　8月23日に〝第2期そば学科〟が開講し、種まきな
どの作業を開始しました。今期は昨年より収穫量を増
やすために畑を拡大し、市民のみなさんにそばを食べ
てもらうことを目ざしています。
　11 月はそばを収穫・脱穀、12 月には育てたそ
ばで、年越しそばを打ちます。今からでも参加がで
きますので、一緒にそば畑で汗を流しましょう。

■おさけ学科
▷ 9月 13日：酒蔵見学（山野酒造）
■ギャラリー部
▷  9 月 29 日：ワークショップ（絵本と心の色パス
テルアート）

■きかく学科

そば学科そば学科

▷ 8月 24日：第 4回ワークショップ
▷  9 月 21日：第 5回ワークショップ
　　 企画・アイデアの発表に向けて、食、グッズ、イ
ベント、広報・観光スポットの提案書を作成中

▷9月27日 ：第3回バスツアー見学会（工場見学）
■えてがみ学科
▷ 9月 20日：第 1回講座「ピーマンを描こう！」
　　 絵手紙特有の描き方に苦戦しつつも、個性的
なピーマンの絵が完成！

■森のあーと学科〈サポーター募集中！〉
　12月 23日（祝）、「かたのカンヴァス 2014」を
開催します。今年は、森とアートとカレーでおも
てなし。カンヴァスを一緒に盛り上げてくれるサ
ポーターを募集していますので、お気軽にご参加
ください。
■えてがみ学科〈郵便局とともに毎月開催中！〉
　第  3 回講座「年賀状を描こう」：11月 15日（土）
午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分、市役所別館 3
階　小会議室

■きかく学科
　第  7 回ワークショップ：11月 16 日（日）午後
2時～ 4時、市役所本館 3階　第 1委員会室
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　ホームページでは、最新の活動状況を紹介して

います。また、今後の予定は変更となる場合があり

ますので、参加の際は事前にご確認ください。
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